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Q　
マ
ン
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
て
購
入
し

入
居
し
ま
し
た
が
、
輪
番
制
の
理
事
に

な
っ
て
し
ま
い
、
正
直
と
ま
ど
っ
て
い

ま
す
。
管
理
組
合
の
仕
組
み
な
ど
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A　
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
区

分
所
有
者
は
、
そ
の
意
思
に
関
わ
ら
ず

全
員
が
「
管
理
組
合
」
と
い
う
団
体
の

構
成
員（
組
合
員
）
と
な
り
ま
す
。
管
理
組
合
の

目
的
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
物
や
そ
の
敷
地
、
付

属
施
設
の
維
持
・
保
全
・
管
理
を
行
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
の
最
高
意
思
決
定
機
関
が
「
総
会
」
で
、

業
務
を
執
行
し
て
い
く
機
関
が
「
理
事
会
」
で
す
。

　
理
事
会
の
役
員
と
し
て
、
理
事
長
・
理
事
・
監

事
が
管
理
規
約
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
一
般
的

で
す
。
理
事
長
は
、
通
常
総
会
を
毎
年
１
回
招
集

し
、
全
組
合
員
に
対
し
て
前
会
計
年
度
に
お
け
る

管
理
組
合
の
業
務
に
関
す
る
報
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
理
事
会
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な

い
と
業
務
が
滞
っ
た
り
、
一
部
の
人
の
思
い
の
ま

ま
に
運
営
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
は
、
理
事
は
輪
番
制
で
選
ば
れ
ま
す

の
で
、
嫌
だ
な
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
自
分

た
ち
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
財
産
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
理
事
の
任
期
は
１
年
間

と
い
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
前
年
度
か
ら
の
引
き

継
ぎ
事
項
が
次
年
度
の
計
画
に
継
続
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
、
最
近
で
は
理
事
の
任
期
を
２
年

間
、
半
数
改
選

制
と
し
て
い
る

管
理
組
合
も
多

い
よ
う
で
す
。
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新
会
長
に
篠
山
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。

　
節
目
の
20
年
に
、包
容

力
の
あ
る
人
柄
で
幅
広
い

人
脈
を
持
つ
氏
は
次
世
代

の「
い
た
か
ん
」運
営
に
意

欲
的
な
姿
勢
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
管
理
組
合
が
お
互
い
協

力
し
合
い
な
が
ら
、マ
ン

シ
ョ
ン
環
境
の
向
上
を
め

ざ
し
て
、皆
様
と
と
も
に

学
び
ま
し
ょ
う
。

座談会 
セミナー

講
師 

い
た
か
ん
ネ
ッ
ト 

相
談
役
　
成
島 

圭
子

2022.6.2

国
の
管
理
計
画
認
定
基
準

常
に„
愛„

あ
る
前
進
の
精
神
で

い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
会
長
　
篠
山 

愛
一
郎 

氏

いたかんネットトピックス

　
い
た
か
ん

ネ
ッ
ト
第
５
代

目
の
会
長
に
就

任
し
た
篠
山
氏

に
ご
登
場
い
た

だ
い
た
。

　
郷
里
は
岡
山

県
で
、
実
家
は

祖
父
の
代
か
ら

お
茶
農
家
を
経

営
し
て
い
る
と

い
う
。
茶
摘
み
、
製
造
、
稲
作
ま
で
手
広
く
経
営
し
、
篠
山
氏
は
子
ど
も

の
頃
か
ら
繁
忙
期
に
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
実
家
の
手
伝
い
は
当
た
り

前
だ
っ
た
。
農
繁
期
に
は
学
校
は
短
縮
と
な
る
の
で
、
む
し
ろ
田
植
え
や

茶
摘
み
は
楽
し
か
っ
た
と
語
る
。
近
所
の
吉
井
川
で
の
あ
ゆ
や
う
な
ぎ
獲

り
の
思
い
出
な
ど
、
豊
か
な
環
境
で
育
っ
た
自
然
児
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
高
校
時
代
ま
で
地
元
で
野
球
に
明
け
暮
れ
、
甲
子
園
へ
の
夢
を
追
っ
た

熱
き
球
児
で
体
育
会
系
だ
っ
た
。

　
東
京
で
大
学
を
卒
業
後
は
流
通
業
界
か
ら
商
社
へ
転
職
、
様
々
な
経
験

を
積
ん
だ
。
そ
の
後
、
独
立
へ
の
想
い
を
よ
り
強
く
し
「
損
保
の
研
修
生
」

と
な
っ
て
異
業
種
へ
飛
び
込
ん
だ
。
あ
え
て
厳
し
い
業
界
に
身
を
お
く
こ

と
に
し
た
の
は
、
祖
父
や
両
親
が
歳
を
重
ね
て
も
茶
葉
農
家
と
し
て
の
誇

り
と
信
念
を
持
っ
た
経
営
理
念
に
啓
発
さ
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
そ

の
ル
ー
ツ
が
、
篠
山
氏
自
身
の
人
間
形
成
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
と
に
か
く
誠
実
な
人
柄
で
誰
に
も
親
切
で
や
さ
し
い
。
粘
り
強
い
説
得

力
、
そ
れ
で
い
て
押
し
つ
け
が
ま
し
く
な
い
そ
の
爽
や
か
な
人
と
な
り
に

は
定
評
が
あ
る
。

　
氏
の
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
と
の
き
っ
か
け
は
、
仕
事
柄
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係

に
携
わ
る
人
脈
が
広
く
、
あ
る
会
員
か
ら
の
紹
介
で
入
会
し
た
と
い
う
。

　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
は
多
岐
に
亘
り
、
管
理
組
合
の
運
営
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
な
い
現
場
を
多
く
見
て
き
ま
し
た
。
居
住
者
の
高
齢
化
と
建
物
の

老
朽
化
は
顕
著
と
な
り
、
居
住
者
の
無
関
心
と
知
識
不
足
は
深
刻
化
を
増

し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
が
知
り
得
た
マ
ン
シ
ョ
ン
知
識
や
現
場
経
験
を
管
理
組
合
の
皆

さ
ん
に
い
か
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
伝
え
る
か
？　
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト

の
活
動
は
、
私
自
身
の
生
き
方
や
ポ
リ
シ
ー
に
も
繋
が
る
の
で
す
。
一
人

で
も
多
く
の
相
談
者
に
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
を
ト
ー
タ
ル
で
解
決
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
た
か
ん
の
専
門
家
ス
タ
ッ
フ
（
弁
護
士
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
・
一

級
建
築
士
・
宅
建
取
引
士
・Ｆ
Ｐ・
保
険
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
や
経
験
豊
か

な
人
材
が
総
力
を
あ
げ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
抱
負
を
語
る
篠
山
新
会
長
。

　
因
み
に
、
自
社
名
の
『
ア
イ
』
は
愛
、『
デ
ラ
ン
テ
』
は
前
進
。
氏
の

座
右
の
銘
に
も
通
ず
る
愛
の
あ
る
前
進
に
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
の
未
来
も
託

し
た
い
。

板
橋
区
の
独
自
基
準
を
追
加

　
　
　    

管
理
計
画
認
定
制
度

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度
が
’22
年

４
月
１
日
よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
は
、

高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
増
加
傾
向
の
中
で
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
の
水
準
を
高
め
る
た
め
、
地
方

公
共
団
体
が
管
理
組
合
に
指
導
・
助
言
・
勧

告
を
実
施
で
き
る
制
度
で
す
。

　
板
橋
区
で
は
す
で
に
「
マ
ン
シ
ョ
ン
条
例
」

が
施
行
さ
れ
、
管
理
状
況
届
も
59
％
の
提
出

率
で
す
。
さ
ら
に
、
板
橋
区
独
自
の
認
定
基

準
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
６
月
16
日
付
け
で
板
橋
区
内
の
マ
ン

シ
ョ
ン
が
全
国
初
の
管
理
計
画
認
定
を
取
得

し
ま
し
た
。

第
20
回
　
板
橋
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

権
利
・
権
限
を
も
っ
た
区
分
所
有
者

　
　
　
や
っ
か
い
な
ク
レ
ー
マ
ー
に…

　
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
通
常
総
会
は
、
令
和
４
年
６
月
12
日
（
日
）
板
橋

区
志
村
坂
上
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
辞
の
後
、
宮
澤
監
事
よ
り
総
会
成
立
宣
言
が
あ
り
、
続
い
て

成
島
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。「
今
期
限
り
で
会
長
職
を
辞
任
す
る
」
と

の
意
志
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
佐
々
木
と
し
た
か
区
議
会
議
員
、
松
田
や
す
ま
さ
都
議

会
議
員
、
N
P
O
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
Ｇ
Ｐ
Ｓ
理
事
長 

村
本
実
才
子
氏
を

迎
え
、
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
板
橋
区
住
宅
政
策
課 

課
長 

宮

村
宏
哉
氏
よ
り
祝
詞
が
届
き
、
代
読
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
に
入
り
、１
号
議
案
〜
６
号
議
案
ま
で
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部 

第
37
回
交
流
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
ポ
リ
ス
の
唐
澤
俊
哉
氏
・

小
林
千
代
氏
に
よ
る
「
巡
回
連
絡
カ
ー

ド
・
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
高
齢
者

を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
、
弁
護
士 

井
上
宙
史
氏
の
「
管
理
組
合
の
ク
レ
ー

マ
ー
裁
判
・
紛
争
事
例
に
つ
い
て
」
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

第
20
期 
第
５
代
会
長

　
　
　
篠
山 
愛
一
郎
氏
に
決
ま
る
!!

　
第
20
期 

第
１
回
理
事
会
が
板
橋
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

新
会
長
を
は
じ
め
役
職
が
上
記
の
よ
う

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
創
設
20
年
、
節
目

の
20
期
役
員
一
同
、
新
た
な
活
動
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会長
篠山愛一郎

副会長
豊田芳夫

副会長
渡邉真弘

第
20
期
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト

役
員
紹
介

会
長

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

理
事

相
談
役

相
談
役

会
計
監
査

監
事

業
務
監
査

監
事

篠
山 

愛
一
郎

豊
田 

芳
夫

渡
邉 

真
弘

井
野 

裕
美

渡
辺 

憲
太
郎

細
谷 

光
子

（
広
報
兼
務
）

成
島 

圭
子

（
新
任
）

宮
澤 

由
利
子

大
場 

美
千
代

　
総
会
議
案

１
号
議
案　
第
19
期
事
業
報
告

２
号
議
案　
第
19
期
決
算
・
監
査
報
告

３
号
議
案　
第
20
期
事
業
計
画
案

４
号
議
案　
第
20
期
予
算
案

５
号
議
案　
い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
会
則
改
正
案

６
号
議
案　
役
員
案

　
　
　
　
全
て
承
認
可
決

いたかん
知っ得
情報

管理計画認定制度ってなあ～に？②

人とき
リレー

① 

管
理
組
合
運
営…

管
理
者
等
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
監
事
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。

② 

管
理
規
約…

規
約
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

③ 

管
理
組
合
の
経
理…

管
理
費
、
修
繕
積
立
金

等
の
明
確
な
区
分

④ 

長
期
修
繕
計
画
の
作
成
、
見
直
し
等…

計
画

期
間
が
30
年
以
上
で
大
規
模
修
繕
工
事
が
２

回
以
上
含
ま
れ
る

⑤ 

名
簿
の
備
え…

組
合
員
名
簿
、
居
住
者
名
簿

① 

マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
設
計
図
書
・
点
検
記

録
・
届
出
書
・
修
繕
履
歴
等
の
図
書
を
適

正
に
保
管

② 

避
難
訓
練
や
防
災
計
画
が
あ
る

③ 

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る

④ 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
に
自
治
会
が
あ
る
か
も

し
く
は
地
域
の
町
会
等
へ
の
加
入
が
な
さ

れ
て
い
る

　
右
記
Ⓐ
の
内
容
を
基
に

６
月
の
座
談
会
で
講
義
を

し
た
と
こ
ろ
「
こ
ん
な
の

ム
リ
!!
」「
で
き
な
い
!!
」

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
①
〜
③
ま
で
は
何
と
か

ク
リ
ア
で
き
そ
う
で
す

が
、④
の
長
期
修
繕
計
画

作
成
の
見
直
し
項
目
は
、
国
の
最
重
要
審
査
項

目
と
な
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
上
記
Ⓐ
枠
内
の
認
定
基
準
の
他
、
一
時
的

修
繕
積
立
金
の
徴
収
な
し
、
修
繕
積
立
金
の
平

均
額
が
著
し
く
低
額
で
な
い
こ
と
、
計
画
期
間

の
最
終
年
度
に
お
い
て
借
入
金
の
残
高
が
な
い

こ
と
、
等
々
な
か
な
か
の
厳
格
基
準
で
す
。

　
し
か
し
、
や
っ
て
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
’22
年
６
月
16
日
、
全
国
で
初
と
な
る
認

定
を
高
島
平
ハ
イ
ツ
（
築
48
年
・
自
主
管
理
）

が
受
け
ま
し
た
。

　
認
定
を
受
け
る
こ
と
は
マ
ン
シ
ョ
ン
市
場
で

評
価
さ
れ
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
「
フ
ラ
ッ

ト
35
の
金
利
」
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
板
橋
区
は
23
区
で
唯
一
４
月
か
ら
認
定
制
度

の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
第
１
号
認
定

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
当
団
体
理
事
の
居
住
マ
ン
シ
ョ

ン
だ
っ
た
こ
と
も
後
で
知
り
ま
し
た
。

　
板
橋
区
の
独
自
基
準
の
追
加
は
左
記
の
通
り

で
す
が
、災
害
に
備
え
て
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、

さ
ら
に
要
援
護
者
名
簿
の
作
成
、危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、自
治
会
設
置
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
形
成
等
の
項
目
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　
お
墨
付
き
を
与
え
る「
い
た
ば
し
適
正
管
理
推

進
マ
ン
シ
ョ
ン
制
度
」も
創
設
、認
定
通
知
書
及
び

「
認
定
プ
レ
ー
ト
」も
交
付（
実
費
）し
て
い
ま
す
。

い
た
か
ん
ネ
ッ
ト
交
流
会 

講
演
会
よ
り

認定ステッカー

板
橋
区
の
独
自
基
準

Ⓐ

Ⓑ

会員募集中
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「いたかんネット」無料相談

2022 年　65号（9月 1日発行）
発行　板橋マンション管理組合ネットワーク
発行責任者　篠山愛一郎　☎ 03-5210-1321
エディター　細谷
編集スタッフ　成島・井野・市川・田中

連続座談会・セミナーのご案内（22年9月～12月）
日付
9/1
（木）

保険アドバイザー
篠山 愛一郎

第 109回
火災保険と個人賠償責任保険

元管理組合理事長
井野 裕美

第 110回
新しい入居者の心得

マンション管理士
長島 弘起 氏

第 111回
自動ドアの安全と維持管理

耐震アドバイザー
西山 健次 氏

第 112回
耐震診断・耐震補強　新耐震でも必要？

10/6
（木）
11/3
（木）
12/1
（木）

テーマ

時間  PM2:00 ～ 3:30 ／会場  いたばし総合ボランティアセンター

講師

　当初、交流会セミナーで講演頂く予定だった佐々木区議・松田都議の
セミナー内容は、来賓のご挨拶の中で下記のようにお話し頂きました。

　ふれあいポリスは経験豊かな警察官が「犯罪のおきにくい社会づくり」
の実現に向けて、自治体と連携して安心・安全なまちづくりを目指して活
動している。地域住民との連携を強化し、子どもや高齢者の身近で発生す
る犯罪防止などの啓発活動を行っている。特殊詐欺防止・犯罪防止高齢者
見守りキーホルダー、巡回連絡カード、地域安全パトロールなど地域社会
の安全のため防止対策の啓発活動を実施している。地域・行政機関を結ぶ
パイプ役としても活躍、今セミナーでは具体例を解説し、身近で安心な存
在を再認識した。

いたかんネット初の女性会長
として'13 年就任以来「楽し
く柔軟に問題解決を」と 9 期
にわたって活躍された。
総会でこれまでの感謝を込め
て理事一同より花束と記念品
が贈られた。

　東京都は 2022 年 2 月「2030 年カーボンハーフに向けた
取組みの加速」を策定公表。これは基準年を 2000 年として 2030 年までに
東京都内の温室効果ガス（GHG）排出量を50％削減するという取り組みだ。
　東京都は「2050 年 CO2 排出実質ゼロ」実現のため、今後 10 年間の行
動が重要と、カーボンハーフを具体的に取り組んでいる。太陽光発電など
2000 ㎡未満の住宅や中小規模の新建築物に対して太陽光発電設置を義務づ
ける制度も新設するようだ。

　東武東上線大山駅は、ハッピーロードが有名だ。駅周辺の商店
街や住宅街が密集し、駅の近くにはバス停がない。大山駅の駅

前広場計画があり、大山駅北側の補助26号線から駅前辺りが対象で線路沿い
も広場の予定。バスやタクシー、障害者用・送迎用の乗降場の他、交番、トイレ、
駐輪施設の入口設置予定。
　大きな変化は「立体交差事業」で対象は大山駅を中心に中板橋に向けて1/3
区間と下板橋に向けての約1/2（山手通り西側）区間。この区間にある踏切を高
架化する。クロスポイント、補助26号線を川越街道まで延伸工事など大山駅北
側も大きな変化を遂げていく。
　多岐に亘る事業は板橋区の大事業として事業終了には数10年を要するという。

板橋警察警部補　唐澤 俊哉氏
志村警察警部補　小林 千代氏

「ふれあいポリスで安心・安全」

講師　東京都議会議員　松田 やすまさ氏
ゼロエミッション・カーボンハーフ

講師　板橋区議会議員　佐々木 としたか氏
大山駅周辺街づくり再開発事業

新
会
長
よ
り
成
島
会
長
へ 

　
　
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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マンション問題を管理組合が集って考える

いたかんネットニュース

雑
感

言の
葉

管
理
組
合
・
理
事
会
っ
て

　
ど
ん
な
仕
組
み
に

　
な
っ
て
い
る
の
？

知ってる？ 
マンション
豆知識

第 20期 総会・セミナー etc

　
管
理
組
合
・
理
事
が
訴
え
ら
れ
る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
様
々
な
管
理
組
合
が
あ
り
、
理
事

た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
関
わ
っ
て
い
く
な
か
で
、

ク
レ
ー
マ
ー
と
言
わ
れ
る
人
々
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
こ
に
弁
護
士 

井
上
宙
史
氏
が
紹
介
し
て
く
れ
た

２
つ
の
裁
判
事
例
が
あ
る
。

①
Ａ
氏
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
蹴
っ
て
破
損
さ
せ
た
事
例

Ａ
氏
は
、
区
分
所
有
者
Ｂ
氏
の
子
で
あ
る
。
両
者
は

次
の
理
由
で
管
理
組
合
と
そ
の
役
員
達
に
対
し
て
、

総
額
７
８
０
万
円
の
慰
謝
料
を
支
払
え
と
訴
え
た
。

訴
状
内
容
は
、

・
事
故
に
対
す
る
反
省
文
や
履
歴
書
を
出
す
よ
う
に

強
要
し
た
。

・
本
件
事
故
を
警
察
に
相
談
し
て
い
る
と
脅
迫
し
た
。

・Ａ
氏
の
行
為
は
家
族
に
も
責
任
が
あ
る
と
脅
し
た
。

・
役
員
ら
の
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
精
神
科
に
通
院

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
こ
れ
ら
一
連
の
事
態
に
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
判
決
は
、
い
ず
れ
も
強
要
・
脅
迫
・
脅
し
と
は
認
め

ら
れ
な
い
の
で
請
求
は
棄
却
す
る
。
訴
訟
費
用
は
原
告

の
負
担
と
す
る
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
令
和
元
年
９
月
に
起
き
た
破
損
事
故
に
関

す
る
訴
訟
は
令
和
４
年
１
月
に
解
決
し
た
。

②
心
身
症
に
追
い
込
ま
れ
た
と
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
事
例

理
事
会
へ
遅
刻
の
上
、
酒
気
帯
び
で
出
席
し
た
理
事

の
一
人
が
理
事
会
の
進
行
を
妨
げ
る
行
為
を
繰
り
返

し
た
事
に
端
を
発
し
『
そ
の
後
の
や
り
取
り
で
名
誉

感
情
を
侵
害
さ
れ
、
心
身
症
に
追
い
込
ま
れ

た
』
と
主
張
す
る
理
事
が
総
額
１
０
０
０
万

円
の
慰
謝
料
を
請
求
し
た
。

　
半
年
後
、
そ
の
訴
え
は
棄
却
さ
れ
た
。
同
じ
屋

根
の
下
の
居
住
者
が
争
っ
て
裁
判
を
起
こ
し
て
も

結
果
的
に
何
も
残
ら
な
い
空
し
い
現
実
が
・
・
・
。


